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このハンドブックは医療や介護等の関係多職種が、互いの業務や専門性を理解し、情報を共有

することにより、今まで以上の強い連携や、信頼関係を築くことができ、一体的でスムーズな切れ

目のない支援や必要な医療・介護の提供ができることを目的としています。 

また、「地域住民がいつまでも住み慣れた地域で自分らしい生活を続けられる蒲郡市」を目指し、

医療・介護連携を進めるための手引きとして、関係多職種の方々に幅広く活用していただくため

に作成しました。 

 

 

 
 

 

このハンドブックは、現在行っていることや手順、またその流れ等が掲載されています。内容に 

ついても標準的なケースの支援を基に作成しています。 

 

   このハンドブックは、関係者用に作成されたものです。 
 

※ 資料集 ２．「病院・診療所・歯科医院・薬局ガイド」、「介護保険サービス事業所ガイド」は市民向けに作成し配布しているものです。 

 

   医療や介護等の関係多職種間の情報共有や連携を円滑に行うためのツール 

として活用ください。 
   

関係多職種の役割や専門性、業務を理解し、療養者や利用者に必要な医療 

・介護の提供に役立ててください。 
 

関係多職種の業務内容や連携方法、地域資源の可視化により、現状を把握 

し、課題の整理や問題解決等に役立ててください。 
 

 

掲載内容については、まだまだ不十分なところがあります。今後、連携に必要な内容やツー 

ルなどがありましたら、各所属機関や部会などで検討していただき、必要な時に随時更新して 

  いきます。 

 

   

 

 

 

 

 

今後、このハンドブックは更新毎に、ほいっぷネットワークに PDFデータ 

にて掲載（更新）していきます。印刷での発行はいたしましせんので、各自で 

データのダウンロードや印刷をして最新情報の取得をお願いします。 
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